
平成３１年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・

分析し，教育施策の成果と課題を検証するため，４月１８日（木）に実施した全国学力・学習状況調査

の富谷市立学校の結果の概要がまとまりました。 

富谷市では，この結果をもとに，教育施策の成果と課題を把握・検証し，保護者や地域住民の理解と

協力のもとに適切に連携を図りながら，教育及び教育施策の改善などに役立てていきます。 

１ 調査対象（全小中学校を対象とした悉皆調査） 

（１）小学校調査  小学校第６学年 ８校  ６６７名 

（２）中学校調査  中学校第３学年 ５校  ６６９名（数学・英語は６６７名） 

２ 調査事項 

（１）教科に関する調査（小学校調査は，国語・算数，中学校調査は，国語・数学・英語） 

国語・算数・数学については，「知識」と「活用」を一体で問う問題 

（２）児童生徒質問紙調査 

調査する学年の児童生徒を対象に，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問

紙調査 

３ 調査結果の概要 

（１）教科に関する調査 

小学校は，国語が全国の正答率を下回っており，算数は上回っています。中学校の正答率は，全

ての教科で全国を上回っています。また，観点別や学習指導要領の領域等で見ると，全国の平均正

答率と同じ傾向が見られます。 

（２）児童生徒質問紙調査 

①【生活習慣】「朝食を食べている」「同じくらいの時刻に起きている」と回答した割合は全国を上

回っており，一方で「同じくらいの時刻に寝ている」と回答した割合は，中学校において全国を

下回っています。 

②【学習習慣】「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した割合は全国を上回っていま

す。また，「学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)，１日あたり１時間以上勉強する」と回答

した割合も全国を上回っています。特に，中学校では全国を大きく上回っています。 

③【学校生活】「先生は，あなたの良いところを認めてくれている」と回答した小学校は，全国を下

回っているが，中学校は大きく上回っています。また，「学校のきまり・規則を守っている」と回

答した割合は，全国を上回っています。 

④【授業・学び合い】「自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文

章，話の組み立てなどを工夫して発表していた」「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取

り組んでいる」「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりす

ることができている」と回答した割合は全国を上回っています。  

４ 今後の対応 

  今回の調査結果及び分析結果を本市の教育施策の検証・改善に生かし，子どもたちが学習に意欲を

もって取り組めるよう学校，家庭，地域及び市教育委員会が連携して，教育活動の充実や生活・学習

状況の改善に取り組みます。なお，今後，各学校においても，課題改善に向けた指導の方向性や対策

を明らかにするとともに，保護者にも説明し，家庭での学習についても協力をお願いすることとして

おります。 



 

 

 

【平均正答率（％）】 

 

〔観点別正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 
国語への関心・意
欲・態度 57.6 58.2 0.6 

話す・聞く能力 72.3 72.8 0.5 

書く能力 54.5 54.4 -0.1 

読む能力 81.7 82.1 0.4 

言語についての知
識・理解・技能 

53.5 50 -3.5 

【学習指導要領の領域等の平均正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 

話すこと・聞くこと 72.3  72.8  0.5 

書くこと 54.5  54.4  -0.1 

読むこと 81.7  82.1  0.4 

伝統的な言語文化
と国語の特質に関
する事項 

53.5  50.0  -3.5 

 

【正答率が高かった問題と低かった問題について】 

①３設問一 話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って，自分の理解を確認するための質問を

することができるかどうかをみる問題の正答率は，全国を 2.7ポイント上回っており，正答率は 84.0％

です。 

 

●１設問二・三 目的や意図に応じて自分の考えの理由を明確にし，まとめて書いたりすることに課

題があります。設問二の報告する文章の「（２）公衆電話にはどのような使い方や特ちょうがあるの

か」の部分における書き方の工夫として適切なものを選択する問題では，正答率は全国平均に比べ

1.3 ポイント低く，62.1％である。設問三の「３ 調査の結果をもとに考えたこと」の部分に

「（１）公衆電話はどのようなときに必要なのか」と「（２）公衆電話にはどのような使い方や特ち

ょうがあるのか」など分かったことをまとめて書く問題では，正答率は全国平均と同様に，29.5％

と正答率が著しく低い状況でした。 

 

●１設問四（１）ウ 漢字(同音異義語)を文の中で正しく使うことに課題が見られました。「公衆電話

についてかんしんをもってもらいたいと思います」という文章の下線部を正しい漢字で書く問題で

は，正答率は全国平均に比べ 14.9 ポイント低く，20.7％でした。 

 

 

 

全国 富谷市 

63.8 63 

小学校国語の結果と改善の方策 
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【目的や意図に応じて自分の考えの理由を明確にし，まとめて書いたりすることについて】 

書く目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，必要なことをまとめて書くことが大切です。また，調査し

たことを報告する文章では，調べて分かった事実を基に自分の考えをまとめて書くことができるようにする。その際，

報告する目的に応じて，どのような理由や事例を挙げて自分の考えをまとめることが適切か，その効果を考えて書く

ことができるようにすることが大切です。 

【漢字(同音異義語)を文の中で正しく使うことについて】 

同音異義語の使い方では，文中で正しく使う意識をもたせる指導の工夫が必要です。漢字による熟語などの語句の

使用が増加する高学年では，漢字辞典を使って意味を調べたり，同音異義語を使い分けた短文作りをしたりするなど，

文や文章の中で正しく使う練習を意図的に指導することが大切です。 

 
 

 

 

    【平均正答率（％）】 

 

〔観点別正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 
算数への関心・意
欲・態度 

- - - 

数学的な考え方 62.2 63.7 1.5 

数量や図形につい
ての技能 

73.6 76.7 3.1 

数量や図形につい
ての知識・理解 

70.1 66.7 -3.4 

【学習指導要領の領域等の平均正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 

数と計算 63.2  64.8  1.6 

量と測定 52.9  53.8  0.9 

図形 76.7  77.4  0.7 

数量関係 68.3  69.6  1.3 

【正答率が高かった問題と低かった問題について】 

①２設問（１） 棒グラフから，資料の特徴や傾向を読み取ることができるかどうかをみる問題の正答
率は，全国を 0.9 ポイント上回っており，正答率は 96.1％でした。 

②３設問（１） 示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を解釈し，与えられた式の
計算に適用することができるかどうかをみる問題の正答率は，全国を 6.0 ポイント上回っており，正
答率は 87.8％でした。 

●２設問（３） 二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り，それらを関連付けて，一人当たり
の水の使用量の増減を判断し，判断の理由を記述することに課題があります。二つのグラフ(グラフ２・
３)から分かることを基に，言葉や数を使って書く問題では，正答率は全国平均に比べ 2.1 ポイント高く
なっているものの，54.2％と正答率が低く課題があります。 
●３設問（２） 示された計算の仕方を解釈し，減法の場合を基に，除法に関して成り立つ性質を記述
することに課題が見られました。「わられる数」「わる数」「商」の３つの言葉を使って書く問題では，正
答率は全国平均に比べ 0.2 ポイント高くなっているものの，31.2％と正答率が著しく低く課題がありま
す。 

全国 富谷市 

66.6 68 

 

 

小学校算数の結果と改善の方策 
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【二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り，それらを関連付けて，一人当たりの水の使用量

の増減を判断し，判断の理由を記述することについて】 

資料の特徴や傾向を基に考察したり，複数の資料の特徴や傾向を関連付けて判断させたりすること

が大切です。複数の資料の特徴や傾向を関連付けるなど，一つの資料からは判断できない事柄につい

ても判断できるよさを感じさせるようにすることが大切です。 

【示された計算の仕方を解釈し，減法の場合を基に，除法に関して成り立つ性質を記述することについて】 

計算に関して成り立つ性質を見いだし，整理して表現させることが必要です。学習のまとめの段階

では，本時の学習内容を児童の発言をもとに抽象化してまとめるなど，納得が得られるよう指導する

ことが必要です。 

 

 

 

【平均正答率（％）】 

 

 

〔観点別正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 
国語への関心・意
欲・態度 

76.5 80.5 4.0 

話す・聞く能力 70.2 74.3 4.1 

書く能力 82.6 85.1 2.5 

読む能力 72.2 75.8 3.6 

言語についての知
識・理解・技能 

67.7 70.6 2.9 

【学習指導要領の領域等の平均正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 

話すこと・聞くこと 70.2 74.3 4.1 

書くこと 82.6 85.1 2.5 

読むこと 72.2 75.8 3.6 

伝統的な言語文化
と国語の特質に関
する事項 

67.7 70.6 2.9 

【正答率が高かった問題と低かった問題について】 

①１設問三 文章に表れているものの見方や考え方について，自分の考えをもつことができるかどう

かをみるこの問題では，正答率が 94.9％であり，全国を 3.7ポイント上回った。 

②２設問一 話合いの話題や方向を捉えることができるかどうかをみるこの問題では，正答率が

85.9％であり，全国を 5.5 ポイント上回った。 

●１設問四 封筒の書き方を理解して書くことができるかどうかをみるこの問題では，全国を 4.3ポ

イント上回っているが，正答率は 61.1％と低く課題があります。 

●２設問三 話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつことができるかどうかをみるこの問題で

は，全国を 6.2ポイント上回っているが，正答率は 64.6％と低く課題があります。 

全国 富谷市 

72.8 76 

中学校国語の結果と改善の方策 
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【封筒の書き方を理解して書くことについて】 

課題が見られた封筒の書き方は，日常的に経験しているものであるため，意識して取り上げ，字形を

整え，文字の大きさ，配列などについて理解して書くよう指導を行う必要があります。毛筆を使用する

書写の指導と硬筆を使用する書写の指導との割合を各学校と生徒の実態に即して適切に設定して指導

するとともに，書写の能力を学習や生活に役立てるように指導することが大切です。 

【話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつことについて】 

目的や場面に応じて話し合い，自分の考えをまとめられるよう指導を工夫する必要があります。日頃

から意識した学び合いを大切にし，話すことに関する指導事項及び聞くことに関する指導事項との密接

な関係を図って指導することが大切です。 

 

 

 

  【平均正答率（％）】 

 

 

〔観点別正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 
数学への関心・意
欲・態度 

- - - 

数学的な見方や考
え方 

51.0 53.7 2.7 

数学的な技能 63.9 62.4 -1.5 

数量や図形などに
ついての知識・理
解 

71.3 72.5 1.2 

【学習指導要領の領域等の平均正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 

数と式 63.8 66.3 2.5 

図形 72.4 74.2 1.8 

関数 40.8 40.9 0.1 

資料の活用 56.3 57 0.7 

 

【正答率が高かった問題と低かった問題について】 

①７設問（２） 反例の意味を理解しているかどうかをみるこの問題では，正答率は 80.5％で，全国

を 3.3ポイント上回っている。 

●６設問（２） 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうか

をみるこの問題では，正答率は 37.0％で全国より 2.3ポイント下回っており，課題があります。 

●８設問（３） 問題解決をするためにどのような代表値を用いるべきかを判断することができるか

どうかをみるこの問題では，全国を 3.5ポイント上回っているが，正答率は 57.1％と低く課題があ

ります。 

 

全国 富谷市 

59.8 61 

 

中学校数学の結果と改善の方策 
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【問題解決の方法を数学的に説明することについて】 

  事象の数学的な解釈に基づき，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実が必要です。問題解

決の方法に焦点を当て，「用いるもの」と「用い方」を明確にして問題解決の方法を説明する活動を充

実させることが大切です。 

 

【問題解決をするためにどのような代表値を用いるべきかを判断することについて】 

データの分布の傾向を読み取り，判断することを通して，統計的に問題解決する活動の充実が必要

です。日常生活や社会の事象における問題について，目的に応じてデータを収集し，ヒストグラムな

どに整理し，そのデータの分布の傾向を読み取り，それに基づいて判断し統計的に問題解決する活動

を充実させることが大切です。 

 

 

 

  

【平均正答率（％）】 

 

 

 

〔観点別正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 
聞くこと 67.9 70.0 0.1 

読むこと 55.6 58.5 2.9 

書くこと 45.8 45.6 -0.2 

【学習指導要領の領域等の平均正答率（％）】 

 全国 富谷市 差 

コミュニケーショ
ンへの関心・意欲・
態度 

- - - 

外国語表現の能力 1.8 1.9 0.1 

外国語理解の能力 44.7 45.6 0.9 

言語や文化につい

ての知識・理解 

64.7 66.4 1.7 

 

【正答率が高かった問題と低かった問題について】 

①５設問（１）・（２）・（３） 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものの内容を，正

確に読み取ることができるかどうかをみる問題でした。３問とも全国を上回り，良好な結果でした。 

設問（１）は，libraries を説明する英文を正確に読み取る問題で，文脈の中で英語の意味を推測

しながら読むことができるかどうかをみる問題で，正答率は 84.9％で，全国を 5.5ポイント上回っ

ています。 

全国 富谷市 

56.0 57 

 

 

中学校英語の結果と改善の方策 
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設問（２）は，ある状況を描写している英文を正確に読み取る問題です。動詞や前置詞などといっ

た読み取りのキーワードとなる語句を正しく理解することができるかどうかをみる問題で正答率は

77.7％で，全国を 3.3ポイント上回っています。 

設問（３）は，気温の変化を表すグラフを見て，グラフの内容を正しく表している英文を選ぶ問題

です。月名や比較を表す英文を正確に読み取ることができるかどうかをみる問題で正答率は 77.8％

で，全国を 4.7ポイント上回っています。 

 

●７ まとまりのある文章を読んで，説明文の大切な部分を理解することができるかどうかをみるこ

の問題では，正答率が全国と同程度ですが，32.8％と著しく低く課題がみられます。「大切な部分を理

解する」とは，まとまりのある文章を最初から最後まで読み，複数の情報の中から書き手が最も伝え

たいことは何であるかを判断することです。多くの生徒は，書き手が最も伝えたい内容を理解できな

かった様です。 

 

●１０ 与えられたテーマについて考えを整理し，文と文のつながりなどに注意してまとまりのある

文章を書くことができるかどうかをみるこの問題では，全国と同程度の正答率でしたが，正答率は

1.9％と著しく低い結果でした。「まとまりのある文章を書く」とは，自分の考えに加えてその理由を

述べているなど，文と文の順序や，相互の関連に注意を払い，全体として話題や文章構成に一貫性の

ある文章を書くことでです。まとまりのある文章を書くことに課題が見られます。 

 

 

 

 

【まとまりのある文章を読んで，説明文の大切な部分を理解することについて】 

理解した内容を踏まえ，目的・場面・状況に応じて，話し手や書き手の伝えたいことは何かを理解

するなど，概要や要点を捉えられるようにする指導の工夫が必要です。 

 

【与えられたテーマについて考えを整理し，文と文のつながりなどに注意してまとまりのある文章を

書くことについて】 

基本的な語や文法事項等の知識を活用することに課題があり，与えられたテーマについてまとまり

のある文章を書くときにおいても，基本的な語や文法事項等の知識を活用させ，相手に伝わる英語で

表現することができるようにする指導の工夫が必要です。 

今後も，新学習指導要領が求める学習指導を主体的に理解し，着実に実施していくことが大切で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（ ）内の数字は質問紙調査の問題番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査の結果と分析 

自己有用感 

Ｑ 自分には，よいところがあると思いま
すか（５） 自分にはよいところがあると思うか，という

質問において「当てはまる」「どちらかといえば

当てはまる」と答えた割合は，全国と比べて小・

中学校ともに低くなっています。しかし，年々

肯定的に答える生徒の割合は増加しています。 

授業や学校行事，日常の当番活動や係活動な

どにおいて，よいところを認め具体的に伝える

こと，そして学級・学年においては，互いのよ

さを認め合える集団づくりを行っていくこと

が大切です。 

 

生活習慣 

Ｑ 朝食を毎日食べていますか（１） 

Ｑ 毎日，同じくらいの時刻に起きていま
すか（３） 「朝食を毎日食べている」，また「毎日，同じく

らいの時刻に起きている」児童生徒の割合は，

全国に比べると高くなっています。「毎日，同じ

くらいの時刻に寝ている」児童生徒の割合は，

全国に比べると若干低くなっています。 

今後も，学級活動や学校便りで話題にするな

ど，規則正しい生活習慣を身に付け，健康に留

意して生活できるよう，学校や家庭で子どもと

一緒に話し合う機会をつくることが大切です。 

Ｑ 毎日，同じくらいの時刻に寝ています
か（２） 
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規範意識 

Ｑ 学校のきまり・規則を守っていますか  
（１３） 

Ｑ いじめは，どんな理由があってもいけ
ないことだと思いますか（１５） 

「学校のきまり・規則を守っている」と答えた割合は，小学生に比べ中学生の方が高く，「いじめ

は，どんな理由があってもいけないことだと思う」と答えた割合は中学生の方が低くなっています。 

全国平均と同様の傾向となっておりますが，規範意識を高めるためには，学校の様々な教育活動

を通じて，学校全体で組織的に，発達段階に応じて，重点的かつ具体的な指導を行うことが大切で

す。さらに，道徳教育と関連させ，児童生徒の実態や，学校の特色を考慮した重点内容項目を定め，

全職員が普段から意識して指導にあたることが，効果的な指導につながります。 

また，いじめの問題については，「あなたならどうするか」を真正面から問い，自分の事として考

えさせ，話し合わせことを通して「いじめられる側にも問題がある」という考え方を乗り越えられ

るようにすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 
 

地域との関わり，家庭でのコミュニケーション，社会に対する興味・関心 

Ｑ 今住んでいる地域の行事に参加してい
ますか（２３） 

Ｑ 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での
出来事について話をしますか（４） 
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Ｑ 日本やあなたが住んでいる地域のこと
について，外国の人にもっと知ってもらい
たいと思いますか（２６） 

家庭でのコミュニケーションがとれている

割合や地域と関わっている割合は，全国に比べ

ると高くなっています。 

新聞を読んでいる割合は，全国に比べると低

くなっています。 

日常の様子に加え，地域のことや新聞，ニュ

ース等の情報について，朝の会や帰りの会で話

題にし，子どもがどのように感じとり，どのよ

うなことを考えているかを聞くなどの機会を

つくることが大切です。 

Ｑ 新聞を読んでいますか（２６） 

Ｑ 外国の人と友達になったり，外国のこ
とについてもっと知ったりしてみたいと思
いますか（２５） 
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国際理解 

外国に対する興味・関心の全国に比べての差については，地域の実態や児童生徒の生活環境等の違

いも要因の一つと思われます。各学校においては，それらの実態と新学習指導要領の趣旨を踏まえて

取り組むことが大切です。 

小学校では，ALT の方々や地域の人材を活用し，異なる文化をもつ人々との交流など体験させ，

文化等に対する理解を深めることができる機会を設けていくことが大切です。 

中学校では，スピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表する機会をこれま

で以上に重視し，そこで表現したり伝え合ったりすることができる力を身に付けさせることにより，

主体的な態度を養っていくことが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書の時間 

Ｑ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日
から金曜日），１日当たりどれくらいの時
間，読書をしますか（教科書や参考書，漫
画や雑誌は除く）（３０分以上）（１９） 

学校の授業時間以外に，１日当たり３０分以上，読書をしている割合は，全国に比べると高くなっ

ています。「読書が好き」と回答した中学校生徒の割合は，全国に比べて高くなっています。中学校

においては，朝読書の時間を設定したり，国語科の教員や図書指導員が積極的に関わり「調べる学習

コンクール」への作品制作・出品を支えたりするなどの取組が定着してきていると考えられます。小

学校の児童は，全国と比べて若干下回っています。小学校段階においては調べ学習により，探求心を

芽生えさせることにより，本を見る機会をつくっていくことも大切です。 

また，就学前の頃から「読み聞かせ」をすることで，子どもが読書好きになったということも言わ

れています。身近な大人による「読み聞かせ」により，本やストーリーというものに興味をもたせる

良い方法です。 

Ｑ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，
本を読んだり借りたりするために，学校図
書館や地域の図書館にどれくらい行きます
か（月１回以上）（２０） 
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Ｑ 読書は好きですか（２１） 
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家庭学習 

Ｑ 学校の授業時間以外に，普段（月～金
曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか（1時間以上） （１８） 

Ｑ 家で，自分で計画を立てて勉強をして
いますか（１７） 

学校の授業時間以外で，平日に 1 時間以上勉強する割合は，小・中学校ともに全国と比べ高くな

っています。また，自分で計画を立てて勉強することについては，小・中学生ともに全国と比べる

と高くなっています。 

計画を立てて学習する具体例を示し参考にさせたり，計画的な学習の効果を知らせたりするな

ど，継続的な指導が大切です。また，授業と家庭学習を連携させ，家庭学習の習慣化や質の向上に

向けた取組も大切です。 

学校について 

Ｑ 先生は，あなたのよいところを認めてく
れていると思いますか（６） 

先生はあなたのよいところを認めてくれ

ていると思うかという質問に対して，「当て

はまる」または「どちらかといえば，当ては

まる」と答えた児童・生徒の割合は，昨年度

に比べ，増加していますが，小学校が全国に

比べ，低い状況が続いています。 

児童生徒が学校に魅力を感じ，意欲的に活

動するのは，集団生活の中で，新しい考え・

人間関係・技能・知識等を得ることで，新し

い自分や進歩した自分を感じとったり，自分

の取組に満足感を得たりした時などが考え

られます。日常の教育活動において，子ども

自身が向上や変容を感じることができるよ

うに，具体的に伝えていくことが大切です。 
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Ｑ 将来の夢や目標を持っていますか
（８） 

将来の夢や目標について 

Ｑ 人の役に立つ人間になりたいと思いま
すか（１６） 

 将来の夢や目標をもっている小学校児童の割合は，全国と比べて高くなっていますが，中学校生

徒の方は低い傾向がみられます。人の役に立つ人間になりたいと思っている割合は，ここ数年増加

し，全国と比べても高くなっています。 

 自己をしっかりと見つめさせ，将来の夢や希望について考える場と時間，さらにそれについて教

師と一緒に語り合える場を設定することが大切です。また，地域活動への参加や，学校の教育活動

の中で子どもたち一人一人に積極的に役割を与えるなど，自信を持ち，自分の価値に気付づかせ自

己有用感を高める指導も大切です。 
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国語の授業について 

Ｑ 国語の勉強は好きですか（４０） 
Ｑ 国語の授業の内容はよく分かりますか
（４２） 
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Ｑ 国語の授業で学習したことは，将
来，社会に出たときに役に立つと思いま
すか（４３） 
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Ｑ 国語の授業で自分の考えを話したり
書いたりするとき，うまく伝わるように
理由を示したりするなど，話や文章の組
立てを工夫していますか（４６） 
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 国語の勉強が好き，授業内容がよく分かると肯定的に答えている児童生徒の割合は，小学校にお

いて，全国と比べて低くなっていますが，中学校においては全国よりも高い状況です。教師が生徒

のよいところを認め，理解の不十分な部分を分かるまで教えていることが，数値にも現れています。

例えば，教師が昼休みや放課後の部活前といった中学校の日常生活の短い時間を使って補充指導を

行い，基礎基本を繰り返し定着させるといったきめ細やかな指導を行うことで，些細な「つまずき」

を後々まで持ち越さない工夫がなされたり，長期休業日を利用した補充的な学習サポートが行われ

ている中学校も複数存在します。 

 国語の授業で話や文章の組み立てを工夫したと答えた児童生徒の割合についても，中学校におい

て，全国に比べ高い状況です。これは，言語活動について教職員同士が協力し，国語科だけではな

く，各教科，総合的な学習の時間や特別活動を通じて，学校全体として取り組んでいるためと考え

られます。今後も生徒自ら，学級やグループで課題を設定し，その解決に向けて話し合い，まとめ，

表現するアウトプットを重視した学習が教科を超えた学校全体の取組として推進していくことが

大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学の授業について 

Ｑ 算数（数学）の勉強は好きですか 
（４９） 

Ｑ 算数（数学）の授業の内容はよく分か
りますか（５１） 

昨年度の「算数(数学)の授業の内容がよく分かる」と回答した割合は，小中学校いずれかにおい

ても，全国を下回っていましたが，今年度小学校において，全国の割合を上回りました。中学校に

おいては，依然として，全国を下回っています。今後も，児童・生徒の課題を把握して，授業の改

善を図るために，国立教育政策研究所作成の「授業アイディア例」と「解説資料」「報告書」を活用

することが効果的です。また，「学び合い」により，自分の力だけでは分からない児童・生徒に「教

えて」「どうやるの」ときける人間関係づくりや教師が「○○さんが，ここが分からないと言ってい

る。みんなどう?」と分からなさを繋いで解決していく取組も大切です。 

小学校では，「算数の授業で新しい問題に出会ったとき，それを解いてみたい」と回答した割合が

全国よりも高くなっています。その学びへの意欲や知的好奇心を大切にしていくためにも，児童に

とって新しい発見や学びのある学習課題を提示していくことが必要です。 

Ｑ 算数の授業で新しい問題に出合ったと
き，それを解いてみたいと思いますか 
（５４） 

Ｑ 算数（数学）の授業で学習したこと
は，将来，社会に出たときに役に立つと思
いますか（５２） 
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英語の授業について 

Ｑ 英語の勉強は好きですか（６０） Ｑ 英語の授業はよく分かりますか（６２） 

 英語が好き，授業内容がよく分かると肯定的に答えている生徒の割合が全国と比べて，同程度

または，若干高くなっています。今後も，英語担当教師 ALT との間で，授業のねらいや生徒の実

態等について共通認識をもって協力して授業を行っていくことが大切です。 

 また，他の質問項目からは，聞いたり読んだりしたことについて，生徒同士で意見を述べ合っ

たり，自分の考えを英語で書いてまとめたものを発表したりするといった技能統合の言語活動が

行われていることが数値から読み取れますが，原稿などの準備をすることなく，即興で自分の考

えや気持ちなどを英語で伝え合う活動を行っていくことも大切です。 

 英語でスピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表する言語活動が行わ

れていることが読み取れます。「話すこと」の言語活動に強く関連する活動ですので，この取り組

みを大切にしていきましょう。 

Ｑ 英語の授業で学習したことは，将来，
社会に出たときに役に立つと思いますか
（６３） 

Ｑ １，２年生のときに受けた授業では，
スピーチやプレゼンテーションなど，まと
まった内容を英語で発表する活動が行われ
ていたと思いますか（６９） 
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学び合い・主体的な学び 

Ｑ 課題の解決に向けて，自分で考え，自分
から取り組んでいたと思いますか（３８） 

話し合う活動を通じて「自分の考えを深めたり，広げたりすることができている」「自分で考え，

自分から取り組んでいる」「自分の考えがうまく伝わるように，工夫して発表していた」と答えて

いる割合は，小・中学校ともに，全国と比べて高い状況です。 

課題の解決に向けて「自分で考え，自分から取り組んでいた」また，話し合う活動を通じて「自

分の考えを深めたり，広げたりすることができている」と答えた児童の割合は昨年度の調査では，

全国より低くなっていましたが，改善されてきています。今後も，主体的な学習活動を促すことが

できるような新しい発見や学びのある学習課題を提示していく必要があります。それから，自分の

考えを発表して終わりではなく，話し合いに広がりや深まりが生まれるように手立てを考えていく

必要があります。また，考えの深まりや学びの自覚につなげていくことができるように，グループ

や全体での学びの後に，一度，個に戻し，考えを整理させる場の設定も検討していく必要がありま

す。質の高い学びを実現するためには，学習課題，必要感のある学び合い，目的にあった学習形態

など指導のねらいにそって吟味していくことが大切です。さらに，日々の授業において，児童生徒

のつまずきや誤答を生かしながら，目の前の児童生徒の状況に応じて学習過程を柔軟に修正してい

けるよう，教材研究を深め，指導者自身が授業の振り返りを行うことも大切です。 

Ｑ 自分の考えを発表する機会では，自分
の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，
話の組立てなどを工夫して発表していたと
思いますか（３９） 

Ｑ 学級の友達との間で話し合う活動を通
じて，自分の考えを深めたり，広げたりす
ることができていると思いますか（３２） 
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